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研究成果の概要（和文）：ナノチューブや、ナノロッド、ナノワイヤなどの1次元集合体は、様々なナノデバイスを構
成するビルディングブロックとして盛んに研究されている。中でもタバコモザイクウイルス（TMV)は、長さ300nm、直
径18nm、内径4nmの均一なチューブ構造を持つナノ材料である。そのアスペクト比を利用した、1次元配向ナノアレイ作
製のため、リソグラフィーマスクパターンを利用したTMVの1次元配向技術について研究した。

研究成果の概要（英文）：One-dimensionally assembled nanostructures, such as nanotubes, nanorods and nanowi
res, have been attractive studied to offer substantial potential as building blocks in functional electron
ic and photonic devices. Tobacco Mosaic Virus (TMV) is a rigid rod-like biomolecule with 300 nm in length,
 18 nm in diameter and 4 nm in internal diameter. Owing to its high aspect ratio, TMV exhibits excellent o
rientation ability derived from liquid crystallinity. Furthermore, an inner cavity of TMV has been utilize
d as nonreactors for nanowires or solar cells. In this work, aiming to facile preparation of one-dimension
ally oriented nanoarrays with TMV, we prepared large amount of TMV, and its control in orientation on poly
mer-derived line-patterned surfaces.
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様 式

１．研究開始当初の背景
 円偏光レーザは、量子暗号通信に必要な円
偏光光源、３次元ディスプレイなど、次々世
代の光情報プロセッシングの主力として注
目されている。中でも、可視光の波長と同程
度のらせん周期構造を有するコレステリッ
ク液晶に色素を導入した液晶レーザは、液晶
のらせん周期とらせん掌性に応じて、光の閉
じ込めと増幅が起こり、円偏光のレーザを発
振する
応用すれば、従来の液晶ディスプレイに比べ
て、色再現性や視野角特性がよく、優れた色
彩表現が可能な究極のディスプレイが実現
できる。優れた加工性、波長可変性、フレキ
シブル性も、無機半導体レーザにはない大き
なメリットである。この円偏光有機レーザを
実用化するには、低エネルギーでの連続発振
が不可避である。しかし、添加するレーザ色
素の濃度を上げれば、自己消光や、液晶構造
が崩壊するというジレンマがある。レイジン
グ可能な色素濃度の上限はわずか
ある。
 
２．研究の目的
 本研究の目的は、コレステリック液晶を用
いた円偏光レーザの致命的欠点である、レー
ザ色素の高密度化に伴う自己消光、会合体形
成、相分離のジレンマを克服し、従来の液晶
レーザの未踏課題
ことである。特に、本提案の成否の鍵となる
最重要課題
世代有機レーザディスプレイのブレイクス
ルーを拓く。
（１）
成する円筒状カプシドタンパク質内部に、レ
ーザ色素を定量的に内包する手法の確立
（２）
ーザデバイスの創成と低エネルギー発振の
実証 
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